
年度 環境経営レポート

(株)武蔵野フーズ　

2022
（対象期間　：2022年　4月1日　～　2023年　3月31日）

作成日： 2022年3月20日
更新日： 2023年5月20日

武蔵野フーズ 　1 / 16 ページ



目　　　　次

環境経営方針

統括環境責任者ごあいさつ

組織の概要

認証・登録の対象組織・活動

事業や製品（商品）の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績　(所沢工場及び東京麺・福岡麺工場、3工場計）　

環境経営目標及びその実績（実績は2023年3月まで）　＊3工場計

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画　　3工場計

冷凍麺（2工場）：製品在庫・在庫回転率推移

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

全体の評価と見直し

これまでの環境活動紹介

            健康宅配食

          ←健康食：医療従事者に対する病態栄養

　　　　　セミナーの開催。

     ＊コロナ禍により今期Web開催

１３

１２

１３

４

５

５

６

６

７-10

項　　　　目 ページ

３

３

４

１１

武蔵野フーズ 　2 / 16 ページ



＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

□ 統括環境責任者ごあいさつ
　 当社の事業である惣菜・弁当類、めん類の生産活動を通じて、環境に配慮した製品・サービスの開発・
　技術を進めて、係わる環境影響を最小限にして、あらゆる問題に自主的に積極的に取り組んでおります。
    現在は認証取得の第一段階ですが、全工場を対象としておりますので、関係するメーカー様にもご協力
  いただき、原材料にも踏み込んだ活動も推進していきます。
    エコアクション21での手法により、関わる従業員一人一人が同じ意識を供することで、全員参画した活動に
  より深みが増し、事業活動を通じて全事業所が認証取得出来るよう、持続的に活動を推進していきます。
   「美味しく食べる幸せをすべての人にお届けすること」に、本活動を通じて貢献していきます。

制定日： 2018年4月1日

代表取締役社長 安田　信行

環境経営方針

当社の事業である弁当・惣菜類、めん類の生産を通じて、製品及びサービスに係わる環境影響を常に意
識し、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社の一番
の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組みます。

当社は、弁当・惣菜類及びめん類に係わる全ての活動、製品及びサービスの環境影響を
改善するために、次の方針に基づき環境経営活動を推進して地球環境との調和を目指します。

１．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響を常に意識し、環境汚染の予防及び
    環境保護を推進するとともに、環境経営活動の継続的改善を図ります。
　　なお環境保護には、継続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動への適応、
　　並びに生物多様性及び生態系の保護などを含みます。
２．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要求事項を順守
    します。
３．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点
    テーマとして取り組みます。
（１） 電力使用量の削減　（ＣＯ２の削減）
（２） ガス使用量の削減　（ＣＯ２の削減）
（３） 水使用量の削減
（４） 食品廃棄物を含む産業廃棄物発生量の削減（食品リサイクル率９５％以上）
（５） 環境に配慮した商品製造の推進
（６） 社会貢献活動（工場周辺清掃活動・地域の清掃活動への参加等）
（７） 事務用品のグリーン調達
４．一人ひとりが環境負荷軽減活動を積極的に実践できるように、この環境宣言を組織の
   全員に周知するとともに一般の人々が入手できるようにします。
５．地域の環境改善活動に積極的に参画します。

武蔵野フーズ 　3 / 16 ページ



□ 組織の概要
（１） 名称及び代表者名

（株）武蔵野フーズ本社　

代表取締役社長　安田　信行

（２） 所在地

本社（業務部） 埼玉県朝霞市西原１－１－１　武蔵野ビル２Ｆ
東京麺工場 埼玉県新座市野火止1-13-51
福岡麺工場 福岡県みやま市瀬高町上庄1788
所沢工場 埼玉県入間郡三芳町竹間沢東15-7
カムス第１工場 埼玉県比企郡嵐山町花見台4-1
カムス第２工場 埼玉県比企郡嵐山町花見台14-2
カムス第３工場 埼玉県比企郡嵐山町花見台14-2
カムス神戸工場 兵庫県神戸市西区見津が丘7-5-1
三芳工場 埼玉県入間郡三芳町大字上富2018

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者       執行役員本社業務部部長 山下勝治 TEL：048-470-2800
担当者  本社業務部課長 障子智博 TEL：048-470-2800

（４） 事業内容
パン・パン粉・冷凍麺・惣菜類の製造・販売

（５） 事業の規模 （2022年4月30日現在）
売上高 万円

本社（営業部・業務部） ＜第二事業本部＞
＜第一事業本部＞ 東京麺工場

カムス第1工場 福岡麺工場
カムス第2工場 295名 所沢工場
カムス第3工場 58名
カムス神戸工場 175名
三芳工場 66名

武蔵野フーズ売上高 百万円(2021年4-2022年3月累計)

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□ 認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　武蔵野フーズ　

認証・登録番号： 0013489（武蔵野フーズ本社・所沢工場：段階的認証）
対象事業所： 本社事務局（業務部・第二事業本部）

所沢工場 活動：惣菜・弁当類の製造・販売
治療食の製造・販売

報告対象としてデータ記載：東京麺工場・福岡麺工場（2023年認証取得予定）

＊段階認証を進めるにあたり、第二事業部（所沢工場）及び本社（業務部＜事務局＞、第二事業部営業部）での
　活動実施、認証取得後、第2事業部：東京麺工場・福岡麺工場の認証取得に向けた具体的活動実施。

　　　　　　第二事業部全工場認証取得後、第一事業部（カムス１・カムス２・カムス３・カムス神戸・三芳工場）の活動開始。

1,271㎡

33,663

18,263㎡
30,767㎡

159名 11,529㎡
30,765㎡

56名 2,750㎡　
388名 4,712㎡　

従業員　 延べ床面積 従業員　　

麺工場

惣菜・健康宅配

　延べ床面積　
40名 375㎡

78名 2,980㎡　

パン・パン粉
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□ 事業や製品（商品）の紹介

＊冷凍惣菜開発 所沢工場

東京麺工場

＊冷凍麺類

新製品：タベリーシリーズ 福岡麺工場

＊ご当地麺
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□ 環境経営組織図及び役割・責任・権限表

　 　

　

業務部：在庫管理・受注チーム

各工場（全従業員） ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

内部監査チーム ・環境マネージメントシステムが適切に実施され、維持されているかを検証するための

　内部監査の実施

・内部監査結果の報告（統括環境管理責任者へ報告）

各工場（工場長） ・各工場の環境経営に関する最高責任（代表者）

・自工場全体の評価と見直し指示

・自工場環境経営レポートの責任者

・環境経営システムの実行及び管理に必要な資源（人材・特殊技能・技術・資金）
　投資への審議及び許可

代表統括最高責任者 ・全社の環境経営に関する最高責任

（安田社長） ・環境経営方針の制定

＊青戸専務実務代行

工場管理・推進者
（各事業部長）

・各工場の環境経営組織の明確化

・各工場の環境経営目標及び環境経営計画の確認

・最高責任者（工場長）による評価の確認

・各工場環境経営レポートの承認

・緊急事態発生時の判断

・武蔵野フーズ環境経営レポートの承認

統括事務局 ・武蔵野環境活動レポート作成。各工場環境経営レポート取りまとめ、公開

・EA21地域事務局とのやりとり窓口

・統括環境管理責任者の補佐

・「環境マネジメントマニュアル」及び本社「関連文書・規定類」の起案・審議・見直し

組織 役割・責任・権限

物流課

統括環境管理責任者 ・環境経営システムの確立、実行、維持、見直し

・「環境マネジメントマニュアル」及び本社「関連文書・規定類」の承認

統括環境管理責任者

執行役員業務部長　　山下勝治

統括事務局：本社業務部　

　　　　　　　　　障子智博

部署管理者（各部署リーダー）

全従業員

営業部：第二事業部営業課

本社

内部環境監査チーム

第一事業部副本部長　安川　洋

第二事業部副本部長　笠原　進

専務取締役本部長　青戸哲晃

代表統括最高責任者：安田社長　　　　　　　

工場最高責任者：工場長

工場環境管理責任者：製造リーダー

工場事務局・推進委員
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□ 主な環境負荷の実績　(所沢工場及び東京麺・福岡麺工場、3工場計）　
単位

ｔ-CO2

kg

kg

㎥

※二酸化炭素排出係数　 kg-CO2/kWh 昨年度使用量での各社電力会社の調整後の係数の加重平均値

□ 環境経営目標及びその実績（実績は2023年3月まで）　＊3工場計

〇

〇

✕

〇

×

〇

✕

〇

〇

〇

〇

✕

基準年度比

0.047 0.046

92% 90%

100% 100%100%

0.049 0.060

95% 116%

100%

210.070

95% 91%

社会貢献活動
行動目標（次項による）

環境に配慮した生産活動

化学物質使用量削減

食品廃棄物の再資源化率
の向上

% 100%

（廃プラの削減） kg/百万円 28.671

基準年度比 2021年

26.664 26.378

93% 92%

（食品残渣の削減） kg/百万円

kg/百万円 0.052

2021年

27.238 25.165

95% 88%

一般廃棄物の削減 kg/百万円 7.364

基準年度比 2021年

6.996 7.047 6.849 6.775

95% 96% 93% 92%

160.642

基準年度比 2021年

産業廃棄物の削減 kg/百万円 231.082

基準年度比 2021年

219.528

93% 92%

152.610 145.041 149.397 147.791

95% 90% 93% 92%

2021年

ガス類による二酸化炭素
削減（合算）

ｋｇ-CO2/百万円 505.506

92% 97% 95%

9,478 9,722 9,478 9,283

使用水の削減 ㎥/百万円 31.481

基準年度比 2021年

30.537 26.848 30.537 29.907

97% 85% 97% 95%

基準年度比 2021年

都市ガスによる二酸化炭
素削減

kg-CO2/百万円 505.506

94%97% 97% 95%

490.341 464.167 490.341 480.231

97%

　　　　　　　　                　年　度
　　項　目

基準値

総排水量

食品再資源化実施率 ％ 100% 100%

　減量量 0 0 0

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2/百万円 535.764

255,757 164,777

0.425

基準年度比 2021年

（基準年)

売上高 百万円 8,401 9,075 8,846

1,365,224 1,298,183
　熱回収量 0 0

　発生量

kg

1,365,224 1,298,183
　発生抑制量 0 0 0
　再生利用量

0 0 0
　再生利用以外の量 0 0 0
　廃棄物処理量

廃棄物排出量

食品廃棄物

　一般廃棄物排出量 61,869 62,335
　産業廃棄物排出量 1,941,318 1,858,279

項　目 2021年 2022年 （2023年3月まで）

二酸化炭素総排出量 9,771 9,722

2023年 2024年

（目標） （実績） （目標） （目標）

519.691 503.678 519.691 508.976

92% 97% 95%

2022年 評
価

214.906 212.595

←3工場合計

9,294.000

490.341 464.167 490.341 480.231

97%

上記二酸化炭素排出量合計 ｔ-CO2 9,771

基準年度比

A重油による二酸化炭素削
減

kg-CO2/百万円 121.812 118.158 131.202 118.158 115.722

基準年度比 2021年 97% 108% 97% 95%
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□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画　　3工場計

全体まとめ
*電気、ガス、水道の固定費の排出量削減が達成できていない。
*コロナ禍における売上の低下、生産カテゴリーの変動により、電気、ガス、水を多く使用する機械設備の稼働が不規則傾向にあ
り、また、　所沢工場では、新規設備の導入、稼働などあり影響がでている。電気・ガス料金等の高騰による各工場への負担が大
きくなっており、
機械設備使用の効率化を図り、生産性向上、環境に配慮した運用が求められる。
*食品残渣削減が達成出来ていない。機械設備のメンテナンスを適時行い、機械設備の不良による無駄な廃棄等が発生しないよ
うにし、生産性の追求、効率化を図ることが必要。
廃棄物排出量の削減は、継続して取組強化継続、廃プラ削減についても更なる削減を目指す。

次年度の取組内容
*新しいカテゴリーへの対応など、新規機械設備の導入などがあり、固定費の上昇、原材料・燃料費高騰が引続き予想され、削減
目標　　　　達成は必須の状況となっており、改善取組の見直し、強化実施を進める。
*東京麺工場・福岡麺工場の認証取得に向け部署毎の具体的な活動目標の掲示・進捗確認に取組み、2022年度中の審査受審を
目指す。
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活動詳細 ＊所沢工場・東京麺工場・福岡麺工場合算
数値目標：○達成　×未達成 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

ガス類による二酸化炭素削減（合算）

使用水の削減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

（食品残渣の削減）

（廃プラの削減）

食品廃棄物の再資源化率の向上
・分別の徹底により再資源化率向上。 ○ 取組み工場での再資源化率１００％を維持する。
・
・ 　
・ 　
・

達成状況 取組結果とその評価

　

数値目標 ○ 目標を完全には達成できていないが、確実に削減傾向にある。
日々の残物ロス削減活動、作りすぎの無駄を無くす取り組みの継続。
冷凍製品（在庫保管型製品）等の本社在庫管理チームの対応強化。⇒冷
凍麺工場（東京麺・福岡麺）の生産スケジュール・生産予定数量管理によ
る無駄（滞留在庫品・賞味期限切れ品の発生等による製品ロス、保管費
の増加等）の発生防止の仕組みを作りを進める。

・工場：毎月の実績確認 ○
・過剰な生産の禁止。 　
・ 　
・

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○ 工場の商品事故（冷凍弁当）による多量の製品廃棄により、一過性の大

きな増加があったが、期間合計では削減が出来ている。
分別の徹底も効果あり、継続して本社・工場共に取組みを強化する。。

工場：毎月の実績確認 △
・包装機トラブルによる包材ロス削減を目指す。 　
・ 　
・ 　

達成状況 取組結果とその評価

　
○

数値目標 × 分別の徹底の継続。
帳票類等の無駄な紙出しを無くすことを継続。
本社⇒請求書の電子化推進（約90％完了）。納品書の電子化対応開始
（従来：本社にて発行、週毎に得意先へ送付）⇒100%電子化を目指し、営
業部へも得意先への依頼実施について対応強力要請。

工場：毎月の実績確認 △
○

本社：サンプル試食事の残物分別 ○

達成状況 取組結果とその評価

　

数値目標 ○ 産業廃棄物については、継続し削減出来ている。
廃棄物の発生防止について、本社での各工場の実施確認継続、「もった
いない」を合言葉に継続して削減活動を実施する。

工場：毎月の実績確認 △
　

本社：サンプル試食事の残物分別 ○
・冷凍品の在庫管理強化⇒滞留在庫削減

　

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○ ＊所沢工場を中心に製造対応アイテムの見直し、新規製品開発が必要

な状況になっている。工場⇔開発⇔営業間の連携した取組により、生産
性を考慮した上で、高付加価値製品の開発に取組み、エネルギー使用量
削減、ロス削減を継続して進める。

工場：毎月の実績確認 ×
　

本社：ガス未使用

達成状況 取組結果とその評価

-

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○

本社：水　共有で未把握

-
　

本社、工場共に水の垂れ流しについては減少している。継続して清掃時
の水の流しっぱなしの禁止等、各自の声掛け実施により節水意識を向上
させる。                            ⇒所沢工場の節水栓導入（調理・加工室）は
良い効果が出ている。他工場でも同様の工夫が出来ないか検討。

工場：毎月の実績確認 ×

本社・工場各部署：離席時のＰＣモニターＯＦＦ ○
本社・工場各部署：退社（退室）時、チェックリストによる ○
　　　　　　　消灯・電源OFF確認。

節電目標を達成しても電気・ガス料金値上げ額が大きく吸収出来ない。
営業・開発と連携して生産性向上に向けたアイテム整理、良品製造強化
に努め様々な方向から節約を意識した対策を打つ必要がある。→機械毎
の電気使用量見える化（１ｈ当たりの金額等）により節約意識強化を進め
る。

工場：毎月の実績確認 ○
　

達成状況 取組結果とその評価
数値目標 ○
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社会貢献活動

環境に配慮した生産活動

課題を解決しチャンスを活かす取組

〇 工場別削減目標成果結果一覧 （○：目標達成　Ｘ：未達成）

所沢工場 × × ○ ○ ○ ×

東京麺工場 ○ ○ ○ ○ ○ ×

福岡麺工場 ○ × × × × ○

電力削減 ガス削減 使用水削減 産廃削減 食残削減 廃プラ削減

目標基準年比 97% 97% 97% 95% 95% 95%

本社

取組結果とその評価
・処分費用高騰に伴う廃棄費用の削減 △ ロス管理徹底、廃プラの削減により、廃棄費用が削減傾向になってきて

いる。・冷凍食品の生産性向上による収益改善 ×
・
・
・

達成状況

取組結果とその評価
・不良率低減 △ 不良品発生も削減出来ている。良品製造の意識付けを行うことで、廃棄

量をさらに削減する。・稼働率向上 ○

達成状況 取組結果とその評価
・各工場周辺道路、施設の清掃活動継続。 ○ 周辺清掃の実施が出来ている。引き続き継続。

＊特に本社周辺では、本社1Fコンビ二にて飲料・食料購入、外で飲食す
る人が大幅に増加しており、周辺清掃が欠かせない状況。

・本社周辺道路、駅前ロータリーの清掃継続。 ○
・医療従事者に対する病態栄養セミナー等の開 ○

・顧客クレーム削減 ○
・廃棄率削減 ○
・冷凍品在庫削減 △

達成状況
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　○工場別　目標・実績・まとめ　詳細
所沢工場：環境経営目標及びその実績 (2023年3月度）

×

-

〇

東京麺工場：環境経営目標及びその実績

〇

-

〇

福岡麺工場：環境経営目標及びその実績

×

-

〇

1,786

97% 83%

87%

95% 77%

3,772 3,978

×

×

×

〇

×

×

○

（食品残渣の削減） kg/百万円 151.727 144.141 132.572
基準年度比 2021年 95% 87%

（廃プラの削減） kg/百万円 11.075 10.521 10.740
基準年度比 2021年

○

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値
九州電力 ＣＯ²排出係数 0.37

○

×
95% 97%

基準年度比 2021年 95% 78%
kg/百万円 3.372 3.203

2,046

食品廃棄物の再資源化率の
向上

% 100% 100% 100%

1,000.531A重油都市ガスによる二酸化
炭素削減

kg-CO2/百万円 1,026.425

東京電力 ＣＯ²排出係数 0.441

×

×

2023年3月まで 評
価（目標） （実績）

産業廃棄物の削減 kg/百万円 177.265 168.401 160.635
基準年度比 2021年 95% 91%

一般廃棄物の削減 2.637

100%

101%

○

○

○

×

2023年3月まで 評
価

所沢工場まとめ
＊生産効率向上、ロス削減に向けた
アイテム整理
＊節水ノズル採用（加工・調理：7月
末　　　22ヶ所設置）による効果が出
ている。　　　＊工場内機械設備使用
電力の見える化　実施による意識強
化計画進行中。　　　　⇒意図的に不
採算アイテムの終売しており、生産高
が減少している。新規アイテム開発
による新規売上確保を急ぎ、収益回
復を目指すことが必須。

2023年3月まで 評
価

＊冷凍麺の売上実績については回
復傾向にあるが、生産キャパ一杯に
なりつつある為、アイテム集約等、見
直しを実施中。エコアクション21、本
格的活動開始に向けて部署毎の活
動目標作成、対策立案中。
＊製品在庫については、本社との連
携強化が進んでおり、若干不足気味
だが良好に推移。
＊検討中のアイテム集約、価格改定
（値上）を実行する。

0.441

○

○

○

○

〇

（目標）

6,077 5,856
262.166 273.592

99%

（2021年) （実績）
百万円 1,455 1,807 1,823

2021年 95%

㎥/百万円 25.791 24.501

百万円 6,431

基準年度比 2021年 97%

kg-CO2/百万円

kg/百万円

都市ガスによる二酸化炭素削
減

kg-CO2/百万円 1,325.613 1285.845 1,102.074
基準年度比 2021年

東京電力 ＣＯ²排出係数

1346.670 1306.270 1079.787
売上高
電力による二酸化炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計

使用水の削減

97% 80%

基準年度比 2021年 97% 99%

基準年度比 2021年 95% 90%

ｔ-CO2 4,056 3,935 3,699

基準年度比 2021年 95%
22.368

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値

都市ガスによる二酸化炭素削
減

kg-CO2/百万円 360.415 349.603 358.084

kg/百万円

kg-CO2/百万円

（2021年) （目標） （実績）

電力による二酸化炭素削減

食品廃棄物の再資源化率の
向上

%
基準年度比

売上高
270.275

995.632

一般廃棄物の削減 kg/百万円 6.984 6.635 7.537
基準年度比 2021年 95% 108%

219.335 208.368 197.043

（食品残渣の削減） 145.790 138.501 127.853
基準年度比 2021年 95% 88%

産業廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計 ｔ-CO2 3,888

基準年度比 2021年 97% 97%
上記二酸化炭素排出量合計 ｔ-CO2 1,841
使用水の削減 ㎥/百万円 78.002 74.102

（廃プラの削減） kg/百万円 33.564 31.886 33.297

100% 100%

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値

使用水の削減 ㎥/百万円 14.321 13.605 11.088
基準年度比 2021年

基準年度比 2021年

基準年度比 2021年 95% 96%
産業廃棄物の削減 kg/百万円 269.888 256.393 323.772

基準年度比 2021年 95% 120%

＊福岡麺工場については、若干売上
回復に遅れが出ているが、輸出関係
等新規得意先の開始等があり、生産
高上昇傾向。東京麺工場同様に部署
毎の活動目標を定め、活動強化を目
指す。

（2021年)

売上高 百万円 997 1,191 1,160
電力による二酸化炭素削減 kg-CO2/百万円 820.351 795.740 762.873

基準年度比 2021年 97% 93%

（食品残渣の削減） kg/百万円 191.725 182.139 224.043
基準年度比 2021年 95% 117%

（廃プラの削減） kg/百万円 7.264 6.901

食品廃棄物の再資源化率の
向上

% 100% 100% 100%

5.442
基準年度比 2021年 95% 75%

74.392
基準年度比 2021年 95% 95%

一般廃棄物の削減 kg/百万円 12.081 11.477 11.546
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冷凍麺月末在庫数推移 (目標：対前年10%減・在庫回転率0.8以上）

　在庫数対前年比

　在庫数対前年比

本社冷凍麺生産管理
↓

　 営業： 毎月20日
　　　　　　翌月分製造依頼発信

↓
　工場及び本社在庫管理チーム確認
　・各工場にて週毎製造予定作成

↓
　本社在庫管理チーム
日々の出荷状況、各センター
在庫数チェック・営業への販売予定
情報等の確認⇒月間使用数予測

↓
毎週初めに翌週の工場製造予定
確認⇒使用数予測・各センター
在庫に基づき製造数加減調整依頼
又は優先製造必要品への変更依頼

↓
本社在庫管理チームによる在庫先
振分⇒在庫の滞留防止
＊使用先減少等により滞留在庫
発生を常に把握し営業・工場への
情報発信

↓
＊ コロナ禍により急に動きが止まる

ケースが増加⇒本社による在庫
管理・製造調整依頼強化による
廃棄ロス・不要な在庫による倉庫
費用の増加を防止

＊各倉庫への過剰在庫防止・不要な
在庫移動削減による物流費削減

0.57

0.68

44,771
44,771

在庫回転率
0.93

48,328

54,161

45,657

1.02
0.62
0.46
0.83

　東京麺工場　　　　　　　
在庫回転率2021年

4月 51,019
2022年

0.88 47,559
0.51
0.55
0.66

69,547

0.5

62,173

0.66

46,891
48,381

32,707

50,038
53,910

0.80
0.82
1.08
1.16

　福岡麺工場　　　　　　　

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

平均数

62,383
64,755
59,262
61,665
63,185
54,355

1.01

45,477

12月

53,947

30,473 0.96

1月 31,492 0.75

2021年 在庫回転率

55,349

0.87

2022年 在庫回転率
4月 31,032 0.83 0.87
5月 35,891 0.56

6月 37,182 0.56

7月 37,063 0.6

0.69
0.83
0.82

57,875
57,782

70,022

54,476

平均数 34,244

33,698
33,184
33,805
31,647
30,270
31,687
29,528
28,711
27,515
28,853
31,727

2月 32,525 0.72

3月 34,443 0.67

31,1110.71

8月 40,731 0.53

9月 35,810 0.59

10月 33,314 0.78

11月 30,976

91.2%
77.7%
84.5%
95.1%
95.3%
94.2%
87.4%
88.7%
92.1%
90.9%

79.1%
78.5%
79.2%
99.2%
119.8%
127.0%
128.4%
129.8%
136.2%
98.4%

0.83

0.77
1.06
1.12
0.93
1.02
0.82
0.77
0.85
0.56
0.50
0.62
0.83

0.77
0.92
0.9
0.87

105.4%
93.9%
89.2%

93.2%
71.8%
69.0%

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

東京麺工場冷凍麺月末在庫数推移

2021年 2022年

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

福岡麺工場冷凍麺月末在庫数推移

2021年 2022年
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□ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。（対象：武蔵野フーズ全社）

□ 外部からの環境上の苦情・要請等

□ 緊急事態対応の試行・訓練 （2022年9月25日：本社実施模様-コロナ禍の為、部署毎縮小実施）

＊通報訓練 ＊避難訓練 　＊避難指定場所への移動

←　避難指定場所確認

毒物・劇物取締法 強アルカリ性洗浄剤（水酸化ナトリウム）

消防法（危険物） 危険物の保管

水質汚濁法

食品廃棄物

下水道法 排水処理施設

洗浄剤（ポリオキシレンアルキルエーテル含有）

埼玉県地球温暖化対策条例（自動車対策） 自動車地球温暖化対策実施方針
顧客要求事項 環境マネジメントの運用、グリーン調達、化学物質規制

容器包装リサイクル法 容器包装の再商品化義務

ＰＲＴＲ法

高圧ガス保安法 フリーザー、冷凍機等

地方条例（温暖化対策条例） エネルギー使用量（CO2排出量）

特になし（本社/工場）

工場敷地面積9,000m2以上、

埼玉県生活環境保全等に関する条例 第一種指定地域における、指定揚水の施設

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫
省エネ法 エネルギー原油換算1,500kl/年以上
大気汚染防止法 蒸気ボイラー

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、、産業廃棄物（動植物性残渣、汚泥、廃プラ、廃水銀使用製品等）
食品リサイクル法

煮湯設備、洗浄設備、排水処理施設

工場立地法

騒音規制法 空気圧縮機、送風機
振動規制法 空気圧縮機
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□
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

 
環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□ これまでの環境活動の紹介

本社外周・駅前
ロータリーの日々清掃
(放置空き缶、ゴミ、
タバコの吸殻等）

↑
＊㈱武蔵野フーズ及び
㈱武蔵野各部署により
日々当番制による清掃。
状況により別途エコアクション
事務局担当による清掃実施

↑
結果を受けての本社事務局・生産管理
担当者と工場担当者とのミーティング

↑
←本社内での工場活動状況掲示

□ 編集後記
定期的に、工場の傾向、取り組みについて共有を行うことで、活動の促進ができたと思う。
今年度は、エネルギー削減目標数値は達成できなかったが、食残、廃プラ削減は以前より意識して対応している。
活動結果が目に見えるようにし、次年度は、固定費の削減ができるよう工場への指導、情報共有を行っていきたい。
また、地域貢献活動については、継続して取組んで行く(通行人から激励の言葉をいただく事もありました）。
これからも、お客様に喜ばれる会社であり続けるよう活動に取組みます。

＊環境への取組み強化、省エネ活動の継続実施。　　　　　　　　　　　　　　　
ゴミの排出量に注目されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー系未達。食残、廃プラは達成が可能。 実績、生産アイテムを考慮して見直しも必要。

コロナ禍における環境の変化により、社会から求められるものが変化している。
この環境の変化、お客様の要求の変化に応えられるよう対応が必要。
生産カテゴリーが大きく変わり、工場の生産体制も変化しつつある中で、環境にも配慮した取り組みも同時に行わないといけない。
生産体制が大きく変わりつつある中で、電気、ガス、水の使用量の削減が出来ていない。変化に対応した取り組みが次年度の課題と
なる。
食残と廃プラなど廃棄物全般は結果が出てきており、継続して削減活動に取り組む。
＊東京麺工場・福岡麺工場の認証取得に向けたスケジュール確認。コロナ禍における生産コントロールが続いている状況下、本社か
らの情報発信により、工場収益の確保も視野に在庫管理の強化、物流費・倉庫費用削減にも努める。
⇒売上は回復基調にあるが、原材料・光熱費等の値上りが続いており費用が増大しており、徹底して無駄を無くすことを意識して活動
を継続すること。営業⇒適正価格への製品価格改定を依頼。工場収益改善に繋がる活動として定着させる。

2023年4月6日
【前回の指示への取組結果】

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

・営業、開発との連携強化による製品リニューアル、新商品開発実施 　　　　　　

統括環境責任者による全体の評価と見直し・指示
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本社掲示模様！

所沢・東京麺・福岡麺
3工場の活動結果等を掲示。

＜所沢工場活動状況掲示模様！＞
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＊東京麺工場活動状況掲示模様！

　 ＊福岡麺工場活動状況掲示模様！
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